
〔コメント〕

岡村治報告によせて

1 .はじめに

岡村報告は，戦国期から江戸時代初頭の流通組

織と市場圏の空間再編成について.r市町=六斎

市」の成立と展開という見地から，当該期の都市一

村落関係を究明することを目的としていた。その

ために，具体的経緯をあらわす事象の豊富な江戸

時代前期の秩父地方を中心とした関東西部を

フィールドとし，まず，市町の特徴を把握するた

めに，その「かたちJと「しくみ」を検討し，市

立て=町立ての状況とその変化を捉えた。さら

に，当該地域に定期市場網を存立させた市掛商人

の活動とその組織の実態，特性を明らかにしてい

る。本報告は，従来の歴史地理学においてあまり

取り上げられてこなかった近世市場町に焦点を当

て，その構造と機能を解明した点において，注目

すべきものといえよう。

本稿では以下，市庭に関わる都市一村落関係に

ついてと，市庭の風景についての筆者の所感をコ

メントさせていただく。

II.市庭に関わる都市一村落関係

岡村報告の意図するところのひとつに，関東地

方で中世から近世への移行期において，不連続性

の強くみられるところの市立てを端緒とする町場

(地方都市)の形成と，城下町市場圏に編入され

る在方市という構図の中で編成される市商人の階

層様造を明らかにすることがあると思われる。六

斎市の成立と展開を通じて，在中に生じる地方都

市の形成史を明らかにすることには，大きな研究

意義がみとめられる。岡村氏は，はじめににおい

て上記の研究を通じて都市一村落関係を究明する

旨を述べている。今回のシンポジウムのテーマ『都

市・村落論再考jを十分に意識されてのことと思

われるが，このことについて，氏の意図するとこ

ろは，村に居住する商人団と都市の商人との関わ

りの中に都市一村落関係を見いだすということに

なるであろう。そういった意味では，市に参加す

中村周作

る商人の側からみた都市村落関係ということが

できょうが，市もしくは町から村へのアプロー

チ，あるいは逆に村から市へのアプローチ，つま

り，市に参加する消費者の側からみた都市一村落

関係，具体的には定期市に参集する村人の範囲(市

の勢力圏)であるとか，市における集客の規模で

あるとか，市の果たした役割，市の風景たる喧

騒，賑わい，そういった諸々についても言及する

必要があるのではないか。そうすることによっ

て，市庭に関する点的な研究が，さらに面的な藍

がりを持ちえるのではないかと思われる。史料的

な制約によって，そのようなアプローチができな

いという場合も十分に考えられるところである

が，いま一歩踏み込んだ考察のほしいところでは

ある。

III.市庭の風景一一露底配置の意味一一

市庭の風景について思うところを述べる。この

章では市の開設される場について，道に沿う展敷

内の表座敷で聞かれる内見世，屋敷前の 1~2 間

の空間地で聞かれる前見世，道路に出て聞かれる

中見世・高見世といった区分があり，その構造の

図的説明の他，その差配にも違いがあったことが

指摘された。まさに，市庭の風景(かたち)を明

らかにしたところである。

ここでは，このような市見世の構造分析と同時

に，消費者(ここでは村人ということになろうか)

が実際に市に参加する場合に，その構造上買い物

をしやすい市としにくい市があることを指摘して

おきたい。つまり，消費者の側からみた市の構造

上の良否ということである。どのような意味で，

市の構造上の良否が問われるのか，具体的に話を

進めてみよう。

たとえば，今日でも各地の神社・仏関前で盛大

に聞かれる縁日市においては，様々な業態の露庄

が並ぶわけであるが，それぞれの露庖が一部だけ

儲かり，他は赤字を出すといったことのないよう

に，それなりの収益を得るための露底の並べ方
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に，一定のきまり(経験則)がある。細かく説明

すると，人，つまり参詣者の最も集まりやすい本

殿近く，道が集まったり交差したりしている上座

には，ここはだまっていても物が売れる一等地で

あるから，集客力の比較的弱い高齢者か，婦人の

小間物商やその他，付き合いなどの関係で顔を立

ててやらねばならない露底商などが配置される。

中座には，いわゆる「峻阿売Jと称される掛け声・

口上を発し，客寄せする露底商が並ぶ。ここで

も，本殿への往路は客足が早く，帰路は遅くなる

ので前者には客足をなるべく止めないような露

庖，後者に「畷町売」などが並ぶことになる。下

座には，鳴り物を使う露底商や大がかりな見せ物

小屋など，集客力の強いものが並び，かつてはサー

カスなどが開かれることもあった。また，縁日で

よく見かける綿菓子屋などは，最も下の場を好む

ものである。これは，最近の綿菓子はビニール袋

で覆われているので保存がきくのであるが，人が

混み合う上座や中座に露底を聞くと，途中人混み

に圧せられ，せっかく買った綿菓子が潰れてしま

う恐れがあること，帰りがけの最後に子供の土産

として購入することが多いためである。また，植

木商や金物商，竹細工商，陶磁器商1)などの露店が

複数出庖する場合は，それらを並べて配置したほ

うが客も見比べて買いやすくなるが， I唆阿売jを

並べると喧騒が甚だしく収拾がつかなくなるた

め，必ず，聞に 2~3 軒「唆珂売」ではない物売

りをはさむ必要がある。その他，基本的に大人を

相手にする商売群と子供を相手にする商売群とは

分けて配置しなければならない。また，露底商の

中でもある程度技術の必要な飲食物売り，たとえ

ば飴細工などは，例年同じ場所に出庖させること

で，その味や技術を求める馴染み客ができ，経営

が安定するといったこともある。さらに，市が既

存の商J苫街近くで聞かれる場合，底舗のそばに同

一商品を扱う露庖を決して配置しないというのも

露庖商の仁義であり，トラプルを防ぐ手だてでも

ある 2)。

こうしてみると，消費者にとっても露庖商にとっ

てもよい市とは，上記のような経験則を守る「最

適露底配置パターンJ引を持つ市であり，悪い市と

は，そういった経験則に反した露底配置パターン

を持つ市ということになる。なお，このような市

の露底配置は，かつては，その市をニワパ4)とする

香具師の総元締めが，その責任下に行うものであっ

た。しかし，近年は，全国的に警察による抽選形

式によって場所割りがなされることが多く，経験

則に基づく露庖配置になっていない事例も多くみ

られる九

以上，直接定期市に関してではないが，縁日市

における露底配置の持つ意味について説明を加え

てみた。歴史地理学において市場町を分析する史

料として絵図があるが，そういった絵図にみられ

る露庖配置を詳細に比較検討するならば，定期市

研究においても，上述のような「最適露底配置ノf

ターンjを析出することができるかもしれない。

市庭の風景を描きだす上で，露庖配置の持つ意味

について考察することも重要ではないか，この点

については従来，あまり注目されてこなかったの

ではないかと考える九

IV.おわりに

近世市場町の形成史を究明するという岡村報告

の趣旨は，研究対象上歴史学などと重なる部分も

あるかと恩われる7)。この際に，研究対象や分析史

料が同じであるとはいえ，氏の主張するところの

「風景論Jが，歴史的事象の地理を描きだすといっ

た歴史地理学的手法として，きわめて重要なポイ

ントをなすと考える。

岡村報告では，その結びの中で今後の課題とし

てあげられているように，①六斎市の果たした機

能に関する詳細な分析を，他の地域に拡げてゆく

こと，②市町と同時期に進行した城下町の形成を

含むわが国の都市形成の地域的特質を解明するこ

と，③定期市場網の存立を都市一村落関係に関連

づけて，その地域的多様性と時代的変化を解明す

ることといった面に研究が拡がっていく可能性が

ある。

樋口節夫氏の言を借りるまでもなくへ近世市場

町の歴史地理学的アプローチは，数的にも内容的

にも豊富であるとはいえない。たとえば，歴史地

理学会第39巻特別号「歴史地理学会文献目録一学

会40年の歩み一」をみてみるとヘその中に近世都

市に関する研究が27編含まれているが，そのうち

の17編までが城下町に関するものであり，市場町

に関するものがわずか 3編，他に陣屋町，門前

町，宿場町などの研究数編がみられる。また，近

世の商業・流通の項目をみても，城下町商業に関

するものが1編，在村商業に関するものが 1編，

その他水産物や木綿流通に関するものがあるにす

ぎない。そういった研究状況の中で，岡村氏のよ

うな気鋭の研究者が，今後新しい道を切り聞いて
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いかれることを確信して結びとしたい。

(宮崎大学教育学部)

〔注〕

1)陶磁器露底については，かつては東日本では

「峻珂売J(パサ打ち=叩き売り)が主であった

が，西日本ではこの手の品物に対する客の自が

こえており， r峻町売Jしにくいといったよう

に，地方による違いもあった。神崎宣武Iわん

ちゃ利兵衛の旅J，河出書房新社， 1984， 68~7 4 

頁。

2 )露底業種は，時代に即応して移り変わってゆ

くものであり，ここにあげた中にもすでに失わ

れたものも多い。

3)最適露店配置パターンは，筆者の命名につ

包括弧を付した。

4 )ニワパとは，香具師組織の総元締めが管理・

運営を行う市，催物などを含む地域的範囲のこ

とである。添田知道『てきや(香具師)の生

活j，雄山間出版， 1981， 149~ 150頁。
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5 )①北園忠治『香具師はつらいよj，葦書房，

1990， 231~266頁。②神崎著書，前掲1)，

168~172頁。

6)石原潤氏は，南インド・ナーマッカJレ郡にお

ける調査で，市出底者の配置の特徴を明らかに

しているが，その配置の持つ意味にまで十分言

及したとはいえない。石原潤「南インド・ナー

マツカJレ郡における定期市Jr定期市の研究一機

能と構造-J，名大出版会， 1987， 303~309頁。

なお，本章に関連する縁日市露庖に関する研

究を別稿執筆中である。

7)杉森玲子「近世前期における在方市と商人J
(都市史研究会編 f年報都市史研究 4 市と

場.1，山川出版社， 1996)， 17~31頁。

8)樋口節夫『定期市j，筆生社， 1977， 224~227 

頁。

9)歴史地理学会編『歴史地理学会文献呂録一学

会40年の歩み-.1，歴史地理学第39巻特別号，

1997， 1l~13頁， 19~20頁。




